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１． 目的 

本研究の目的は、運動結果に関する視覚情報を遮

断し、注意の方向づけとフィードバックの頻度が、

運動学習にどのような影響を与えるのか検討するこ

とである。 

 

２．研究方法 

１） 対象者は、S 大学のサッカー未経験者 24 名

と、サッカー部に所属する経験者 12 名であっ

た。対象者は External Focus/フィードバック

頻度 100％群、External Focus/フィードバック

頻度 33％群、Internal Focus/フィードバック頻

度 100%群、Internal Focus/フィードバック頻

度33%群のいずれかに6名ずつ割り当てられた。

また、External Focus フィードバック群には

（以後、Ex フィードバック群）ボールへ注意

を向けさせる、Internal Focusフィードバック

群（以後、Iｎフィードバック群）には身体動作

に注意を向けさせるフィードバックを頻度条

件ごとに与えた。経験者は External Focus 群

のみに限定した。 

２） 実験課題はインサイドキックを用いたエリア

止め課題を行った。得点エリアは対象者の7.5m

先にあり、中心から 1.5m 幅の３重同心円状で

あった。また、対象者の 5m前にスクリーンを

設置し、運動結果に関する視覚情報を遮断した。

以下に実験計画を示す。 

 

（図 1 実験計画） 

 

３．結果と考察 

１） 初心者の注意の方向づけにおいて、Iｎフィー

ドバックよりも Ex フィードバックを与えた群

の方が、良いパフォーマンスを発揮した。この

要因として Ex フィードバックは、身体外部へ

注意を向けさせるため、学習者の内在的フィー

ドバックとの間にずれが生じず、適切なフィー

ドバック処理を促したためだと考えられる。 

２） フィードバックの頻度において，100％フ

ィードバック群と、33％フィードバック群の

間に、パフォーマンスの有意差はみられなか

った。この要因として、学習者が聴覚フィー

ドバックを手掛かりに学習を進めたことが

考えられる。 

３） 練習試行から Post テスト及び保持テスト

間でのパフォーマンスに有意な差がみられ

なかったことからプログラム全体を通して

学習者に技能の保持がみられた。また、Ex

群において頻度に関わらず技能の保持が見

られていることから、ガイダンス仮説と矛盾

する結果となった。この要因として、Ex フ

ィードバックが身体外部へ注意を向けさせ

学習者の内在的フィードバックの処理を妨

げなかったこと、視覚情報の遮断した環境が、

学習者のエラー検出能力を高めたことが考

えられる。 

 

４．結論 

 本研究では、運動学習において Ex フィードバッ

クが Iｎフィードバックよりも有効であることが明

らかになった。また、フィードバックの頻度に有意

な差がみられなかったこと、Postテスト及び保持テ

ストにおいて技能の保持が見られたことから、Ex

フィードバックはいくらでも与えて良いことが明ら

かになった。 

 

５．主な参考文献 

１） Richard A Schmidt＝著，調枝孝治＝監訳  

「運動学習とパフォーマンス 理論から実

践へ」，p155，大修館書店 1994． 


